




A study of teacher career and professional development  
(Part 1)




The purpose of this study is to research how the teachers have improved their 
abilities through their career, through the present principal’s interview. I interviewed 
eleven principals of elementary schools and junior high schools in Nishio City.
The main contents of the interview are;
①　the reasons for becoming a teacher
②　what gives you energy and help you when you start working as a teacher
③　 people and things that affected your thinking and practice about education, 
when you establish the basis as an expert
④　 troubles, difﬁculties, conﬂicts and impressive events you have encountered after 
you became a teacher
⑤　people who have supported you, and teachers you respect























































① Stage 1 教師になろうと決めた一番のきっかけ。
② Stage 2 最初の赴任時代（30歳くらいまで）、エネルギーとなったもの、役
にたったもの。
③ Stage 3 専門家として自己確立の時代（30歳から40歳くらいの頃）に自己
の教育実践や教育に対する考え方に影響を及ぼしたものやことや人。




⑤ Stage 5 教職を振り返って、教師の力量向上に必要なこと。（後で付け加え
たので、記入していない校長もある。）





 （1）Ａ校長 59歳 男  5年 1時間30分 有 学校 23学級
 （2）Ｂ校長 58歳 女  1年 2時間 有 学校 16学級
 （3）Ｃ校長 58歳 女  1年 1時間30分 有 学校 16学級
 （4）Ｄ校長 54歳 男  5年 1時間30分 有 学校 10学級
 （5）Ｅ校長 60歳 男  3年 2時間 有 学校  8学級
 （6）Ｆ校長 60歳 男  7年 2時間 有 学校 17学級
 （7）Ｇ校長 59歳 男  3年 1時間30分 有 学校 10学級
 （8）Ｈ校長 57歳 男  3年 2時間 有 学校 15学級
 （9）Ｉ校長 60歳 男  4年 2時間 有 学校 13学級
（10）Ｊ教頭 56歳 女  5年 2時間 有 学校  9学級
（11）Ｋ校長 77歳 男 13年 2時間 無 自宅 21学級
（当時）　
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Ⅲ　結果
（1）A校長
①　教師になろうと決めたきっかけ
　高校時代に近所に下宿しておられた N高校の新任教師の H先生、K先生にはいろ
いろな話を聞かせていただいた。先生方は一人一人自分の考えをもっていて、その
信念に触れることで教師へのあこがれを感じた。特に、生徒と楽しそうに交流する
姿を目の当たりにし、やりがいのある楽しい仕事だと思った。
　また、母方の祖母が自分は教師になりたかったのだという夢を孫である私に実現
して欲しいと言っていたことも誘因かもしれない。
②　最初の赴任教師時代
〈新任校での出会い〉三和小学校の6年間で刺激になったものは、同世代の仲間たち
である。仲間といっても先輩方（柘植雅晴先生、米津久美子先生、加藤佳子先生、
鈴木洋司先生）で、ほぼ毎日、柘植先生や鈴木洋司先生と学校帰りに喫茶店によっ
ては教育技術や子どもたちのことを語り合った。
　学習指導においては、高橋渡先生のきめ細かい教材づくりや子どもに興味を持た
せる博識な語りぶりが勉強になった。教え方、教材づくりは独創的でおもしろくか
つていねいであった。現教育長浅岡文雄先生も三和小学校6年生の頃、高橋渡先生
の影響で「幻灯機を作った」という作文を書いてみえる。高橋渡先生は子ども一人
一人をよく見て指導された。高橋渡先生を慕う先生は多く、後に西尾市の教育を支
えた岡田和幸先生、松碕嘉信先生、浅岡文雄先生、犬塚清和先生などがみえた。高
橋渡先生を囲む会という縁でその方々からも私はいろいろなご指導をいただいた。
〈地域からの応援〉また、地域がよかった。特に PTAに新任教員を励まし育てようと
いう風土があった。歴代の PTA会長や役員は、私たち3人（柘植雅晴、鈴木洋司、柴
田幸夫）を若手三羽がらすと呼び、「若いんだから思うようにやりなさい。」と言っ
ては引き立ててくださった。
〈希望かなわず小学校へ〉6年間の新任時代を小学校で過ごし、次は中学校へ赴任し
たいと思っていた。しかし、また小学校への転任となった。大学では中学校課程で
あったので漠然と中学校に赴任するものだと夢を描いていたことや同期の者はほ
とんど中学校で活躍していた。自分も早く中学校で教科指導の技術を磨いたり、部
活動を思いっきり指導したりしたいと思っていたので当初は残念であった。
〈教育の基礎を学ぶ〉しかし、西尾小学校は大規模校で学校には同期や若い先生方が
たくさんいて、切磋琢磨し、大きなエネルギーとなって活躍していた。さらに小松
正雄校長、藤田正校長が若手を育てるために児童会活動や研究推進を思い切ってや
らせてくださった。ほとんどの年配の先生方が反対しても校長は常にバックアップ
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してくださり思い切ったことをやらせていただけた。また、この頃から30歳までに
出会った先輩方にはその後の教師生活でもお世話になることになる。先輩方の教育
観や指導方法、部活指導など、今の教師としての基盤となっている。久野孝夫先生、
柘植雅晴先生、杉浦利雄先生、杉浦志郎先生、村田宗夫先生、今川清先生をはじめ
とするその後西尾市の教育を牽引する方々との青年部時代での出会いである。
〈研究の基盤を学ぶ〉西尾小学校時代の後半は、研究副主任や学年主任を仰せつか
り、名古屋大学助教授の安彦忠彦先生を講師に勉強をした。「学びがいを感じる授
業」を主題に研究を進めたが、子どもたちが学ぶ価値を感じるのは確実に学力をつ
けたと感じたときであり、その重要性を指摘された。例えば、低学年のうちにドリ
ル的なことをしっかり繰り返しやり、基礎学習を苦にしない段階でできた喜びを与
えることが重要だと学んだ。子どもの学習への意欲化の研究であった。
③　専門家としての自己確立の時代
〈あこがれの中学校へ〉中学校へ赴任したい旨を校長に申し出たら、最初は断られて
しまったが、最終的には「よし、行ってこい。」という感じで平坂中学校に赴任さ
せていただけることになった。12年ぶりに夢が叶った。自分としては意欲満々の門
出であった。
〈教育的な感覚を磨く〉平坂中学校には、理科部に高橋正治先生、神取初義先生がみ
えて大変お世話になった。先生たちは授業に対して研究的であり、真剣に取り組ん
でみえた。理科部では夜遅くまで指導案の検討をすることがよくあった。11時過ぎ
に検討が終わり次は明日にと考えていたら、「明日の朝までまだ5～6時間あるから、
今から直しちゃえば。」という先生であった。子どもにはいい実験をする必要があ
る。「モンキーハンティング」の実験は、徹夜で実験装置を作り、調整して授業で
うまく成功したときの満足感は今でも忘れることができない。その感動は子どもた
ちにも伝わったようであった。高橋正治先生、神取初義先生からは教材教具を開発
し、創ることの重要性を学んだ。また、初等理科教育研究会の西尾幡豆の会では旧
幡豆郡の嶋崎亮平先生などにもよく教わった。当時は生徒指導が中学校では幅を利
かせていたが、高橋正治先生のおかげで研究推進を中心とする平坂中学校時代を送
ることができた。
〈教育的な視野を広げる〉平坂中学校時の後半は杉浦文昭校長先生であった。校長
先生は中央の教育の動きをつかむことが大切だということから、毎年夏休みに東京
で開催される「教育展望セミナー」へ連れていってくださった。昼間は講義を受け、
夜は焼鳥屋で語り合う研究であった。
　平坂中学校では、進路指導主事、研究主任、学年主任をやらせていただいた。な
かでも学年主任が一番おもしろかった。「かち歩き」という行事を企画し、中学校
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から知多の美浜少年自然の家まで歩かせた。学年のメンバーの先生方ははじめは本
気にしていなかったが、稲垣正彦先生だけは、自主的に下見を繰り返し秘密裏に準
備を進めてくださっていた。養護教諭の藤村麻子先生をはじめ3人の女性の先生は
事前にどのくらい疲れるのか知りたいと言い実際に35Kmを歩いてくださった。こ
の行事は今も続いている。
〈日本一の学校に〉研究は教師主導ではなく、目標を設定し、追究方法を生徒一人一
人に合わせて複数作り、自分で選択させるという学習方法を実践した。個性を生か
すことがうたわれ、教科選択が導入された時期であったからである。その実践が認
められてソニー教育財団から最優秀校に選ばれた。全国に向けて自主発表会も行っ
た。当時は、鴨下宣彦先生、渡邉栄治先生、栗田哲郎先生、丹羽義男先生など実力
のある先生が多くいた。
　その他にも杉浦文昭先生から、生徒の自主性を重視した教育課程や行事の在り方
の指導をいただきながら実践した。例として各教科でのコース別学習、修学旅行で
のコース選択、走る距離を選択できるマラソン大会などである。
　忘れてはならないのが、平坂出身で校歌の作詞者である、東京学芸大学名誉教授
の宮地幸一先生から校訓「自修」についての教えを受けたことである。「型に入っ
て、型を破る」これが「自修」であるという教えである。つまり基礎基本を大切に
することである。これは、安彦忠彦先生のお考えと同じだなと思った。現在に至る
まで、この時代に学んだことが研究推進の土台となっている。
〈足助町へ〉41歳のとき、旧足助町立萩野小学校に管外広域交流という形で校務主任
として赴任した。全校児童が70名程度であったので、1学年280名を超える平坂中学
校での実践がほとんど通用しなかった。萩野小学校のなかで一番児童数の多い学年
を希望したところ16名の4年生を担任させていただくことになった。他学年は10名
前後の児童数なので何をするにも他学年の倍時間がかかった。萩野小学校では大規
模校と違って分担することができないので何をするにもすべて一人でこなさなく
てはならない。自分の力不足を痛感した。足助の先生方は多彩で何でもこなしてい
ける力をもっているという感じがした。実践も大胆で思いついたことは速攻で実践
に移す先生が多かった。特に教務主任の柴田睦先生は女性ならではの気遣いととも
にアイデアも行動も大胆かつ斬新で素晴らしいお手本となった。
　また、地域コミュニティの絆や温かさは心地よいものであった。4～6年までの3
年間担任した子どもたちが成人式を迎える日に保護者が我が家まで迎えにきてく
れて、一緒に祝ったことは今でも忘れない。さらに今だにこの子たちとその家族と
の交流が続いていることもうれしいことである。西尾市に戻り、地域との連携や西
尾小の PTCAの概念は萩野地域での経験が基盤となっている。
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④　役職の教師時代
〈西尾市に帰る〉44歳のとき校務主任として福地南部小学校に帰ってきた。新指導
要領に総合的な学習の時間が創設されることになり「ふるさと科」と名付けて地域
を愛する総合的な学習の研究をし、発表した。井関公宏校長の温かい学校経営や松
原満男校長の緻密で理論的な学校経営は今でも参考にしている。
〈最も充実した時〉47歳のときに教務主任として西尾小学校に赴任した。総合的な
学習「町学習」とそれを支える PTCAの構築など「家庭でしつけ、学校で教え、地
域で育てる」という教育活動と地域への関わりに大きな影響を受けた。これまでの
教育観をすべて網羅できている実践で自分の追い求めていたことと合致していた
からである。赤堀隆校長の指導のもとその人脈づくり、グローバルな考え方、発想
の斬新さ、そして実践力など多くを学んだ。また、犬塚惠教頭の大胆さとバイタリ
ティにも大きな影響を受けた。研究推進においては指導講師の愛教大助教授の寺本
潔先生の柔軟で学術的な実践力に大きな影響を受けた。
　「総合的な学習フォーラム IN西尾」と題して、平成10年度から12年度まで、全国
に向けて「総合的な学習　町学習」の実践の研究発表会を行った。3回の研究発表
会でのべ五千名余の参加者が集まった。このことは以後の研究推進、研究発表会の
企画運営に大きな自信となった。
　50歳のときに途中人事で西尾小学校の教頭を拝命した。わずか2か月であったが、
朝岡功雄校長の力まない、分かりやすい経営手腕は大いに参考になっている。富田
晃校長には今も校長室に掲げてある「念ずれば　花ひらく」という額にあるように
粘り強い、決してあきらめない、理想を追い求める校長の姿を勉強させていただい
た。
〈市教委での経験〉52歳から54歳まで市教委に在籍し、指導主事・学校教育課長を努
めたが、特に柘植雅晴学校教育課長には、教育行政の意味や役割を教えていただい
た。そのとき赤堀隆教育長、渡辺賢一教育長にお仕えしたが、市内の教職員を大事
に思い、大きな目で教育を捉え、考えていかなくてはならないという見方を学ぶと
ともに、行政側から見た学校教育を知ることができた。
〈校長時代〉校長を拝命してからは、恩師ともいえる岡田和幸先生、長谷寛先生、北
條禅道先生に折に触れてはさまざまな管理職としての見方・考え方を教授していた
だいた。まだまだ多くの先生方に教えをいただくことと思うが、先輩の先生方の教
えの深さや思いやりに大いに感謝である。
⑤　悩んだこと
〈病気で入院〉33歳のとき、突発性難聴になり右耳が聞こえなくなった。平坂中学校
転任直後のことであり、これから中学校で頑張ろうとしていたときであったので教
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師が続けられるだろうかと本当に悩んだ。しかし、入院中、校長の神谷一一先生や
当時教務主任であった赤堀隆先生の励ましで治療に専念することができた。結果的
に治療の甲斐もなく右耳は聞こえなくなったが、周りの先生方や生徒たちのおかげ
でそのハンディを乗り越えることができた。特に入院中に自分の仕事を肩代わりし
てくださった当時の理科部の先生方や学年主任の山崎俊明先生には感謝している。
また、子どもたちの存在も大きかった。退院後、初めて教室に入ったとき、「先生、
お帰りなさい。待っていたよ。」と皆で声をかけて迎えてくれた。約1か月担任を空
けていた自分にかけてくれたこの言葉は生涯忘れることができない。私がこの子た
ちのため、目の前にいる子どもたちのために全身全霊をかけて教育に打ち込もうと
誓った瞬間である。
（2）B校長
①　一番のきっかけ
〈先生になりたい〉小さいころからみんなに教えることが好きだった。教えること
は自分のあこがれだった。小さい子を集めて、教えることが好きだった。地元に教
育大があった。下宿をしなくてもいい。父母に迷惑をかけなくてもよかったので、
親も喜んでくれた。
　教師になる一番きっかけは、やはり子どもに教えるのが好きだったこと。そして
大きくなってから、教育大で教育実習をしたことが、教師への魅力となった。最初
は中学校の副免で S中学校、その後、主免で S小学校へ。楽しいことだと強く思っ
た。
②　新任時代～〈初めての教壇での出会い〉
　教育実習で行った S中学校が新任校。教育実習の指導教官の先生が教務主任だっ
た。3年。学年10クラスの副担任からはじまり、担任も経験した。
　S中は同じ教科の先生が多く見えた。先輩の先生が、よく面倒を見てくれた。教
育実習時の先生も見えて、「授業はこうやってやるだよ」とよく面倒を見てくれた。
「私の授業を見においで」と言ってくれた。まめによく面倒をみてくれた。先輩の先
生が面倒を見てくださったことにつきる。その時は、当たり前に思っていたが、今
にして思えば、よくやってくださった。
〈小学校に赴任し、学級づくりを学ぶ〉3年間で終わり、C小学校へ変わった。そこ
で、結婚もし、出産もした。10年いた。学年主任はお母さん先生、私に任せておき
ん、という親分肌の主任さんだった。かわいがっていただいた。今でも一杯飲むよ
うな間柄である。「学級づくり」を教えていただいた。「これやっておいてあげたよ」
と言って、よく手伝ってくださった。そういうことがたくさんあった。当時は当た
73
教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その1）■
り前のように思っていたが、今思うと、感謝するばかりである。やだなあ、とか辞
めたいと思ったことは一度もなかった。保護者からの文句もなく、年配の先生方が、
未熟だった私によくしてくださった。
　5年を担任していたが、転勤のため、6年を持ちあがりできなかったことが、一番
悲しかった。4・5・6年、3学年持ち上がりの学年があったが、その子たちは記憶に
残っている。当時の校長は、I、H、Oの各先生だった。H校長先生は、特に目をか
けてくださった。
③　〈中学校に赴任し、生徒指導を学ぶ〉そのあと、C中学校へ転勤した。生徒指導
で苦しかった。C小からC中。1小学校が1中学校へ入学する。私は35歳。カルチャー
ショックを受けた。こちらが小学校教員のやり方だったので、生意気な中学生には、
ばかばかしく思えたのであろう。T先生から生徒指導について教わった。自分に考
える余裕はなかった。先輩の先生がどういうふうに子どもに話すか、見よう見まね
で生徒指導にあたった。言葉のかけ方ひとつで、子どもは変わる。先輩を見て学ぶ
という時代だった。3年間。部活と生徒指導が中心だった。この3年間は給食をおい
しいく食べたことがなかった。教室は2階だったが、階段を上がりながら、この階
段がずっと続くとよいと思ったほどだ。教室へ行きたくなかった。今では、そうい
う子たちが町で声をかけてくれる。教師とはこういう仕事だなあと思った。バレー
部。M先生と。サブだった。
　その後、N小へ。はじめての学年主任。今まで支えて、育てていただいたが、主
任になってどういうふうに接していったらいいか、多くのことを考えた。遠慮して
もいけないし、強引もよくないし。今までの逆だと、改めて思うことが多くあった。
卒業式、涙ではなく、冷や汗をかいたほどである。父子家庭の子もおり、心配やら
なんやらで涙が出ることはなかった。しかし、自分の教え子が教師になってくれた
ことがうれしかった。
〈碧南から西尾へ、新しい出会いのはじまり〉平成7年。広域交流教員として N小学
校へ赴任。当時、算数の研究指定校。校長さんは K校長。T先生が教頭。体育の Y
さん。教頭先生のダイナミックな単元構想が勉強になった。研究副主任だったが、
話し合っていくうちに指導案は真っ赤になった。12時すぎることもよくあった。平
成8年に研究発表会。翌年、教科指導員になった。平成9年から3年間。初めて指導
に行った学校の校長が、小学校の担任だったM校長だった。縁である。
④　〈教育というロマンを学ぶ〉平成12年、敷居の高い N小学校へ転勤。なぜ N小
かと思った。もっと気楽な学校にと思った。A校長、K先生が教頭、教務が S先生。
私は第2校務主任。全国発表もあり、わけのわからない中でやった。教務を4年。平
成19年まで、校長は N、T先生に変わった。T校長のロマンは忘れることができな
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い。自分の論文と生き方が同じという、裏表ない生き方、そのロマンを N小学校で
実現してみえた。論文のための論文ではなく、自分の考え（論文）を自分の学校に
実現してみえた、理想主義者であった。若い同僚はいい意味で「おじいちゃんみた
い」といったが、私からするとオーラが出ている立派な方であった。T先生の理想
に近づかなければと思った。平成18年に退職。心に残る校長だった。自分の理想と
する学校づくりを積極的にやってみえた。みんなが退職を機に研究発表会を、と申
し上げたが、お断りになった。立派な方だなと折につけ思い出す。
〈学校現場を離れて学ぶ〉教育委員会へお世話になった。大変なお役目だったが、い
やだなと思ったことはなかった。W教育長だった。学校訪問と教科指導員の担当
だった。特色ある学校づくりを見ることができ、勉強になった。定例学校訪問時の
各校長先生のお話。ビジョン、学校に対する思い、を直接聞けるいい機会だった。教
科指導員会では、今まで、名前しか知らなかった先生と出会うことができてよかっ
たと思った。指導主事という立場は有難かった。1年でM小学校へ教頭として転出
した。
〈地域の中の学校で、人の温かさを学ぶ〉M小学校は落ち着いた地域。4月2日に町
内会長会があり、夜の会。肩の力が抜けた。仲間入りさせていただいた。学校、地
域への思いがよくわかった。「教頭さん」「教頭さん」と町内会長さんが言ってくれ
た。町内会長会は「学校の先生たちのためなら何でもやるよ。」という雰囲気だっ
た。地域に恵まれた。当時の町内会長が、私の栄転の際に、メールをくださった。
2年で転勤。地域に助けられた。
　平成11年、去年から、本校で教頭。1年見てきたので、今年は校長として、見通
しをもてるのはありがたい。碧南で18年。西尾で18年。ちょうど半分ずつ。
⑤　〈たくさんの出会いに感謝して〉身近な先生が、ああやってやるんだな、とい
うお手本になってくださった。言葉のときもあるが、態度でもあった。N小時代、
私たちはすぐ「たいへんだ」「いそがしい」、という言葉を使うが、教頭の S先生は
「時間がもう少しあるといい」と言われた。言葉で与える印象が違う。言葉は大切
である。S先生は楽しんで仕事をやってみえた。
　A先生も柔軟な発想をされる。先生の見方や考え方が勉強になった。近くにいる
方々がいい姿をみせていただけたことで、力をいただいた。また、子育ての時、「お
かあさんのかわりがないよ」「早く帰っていいよ」と言って、早く帰してくださっ
た。男性とはちがい、女性の先生が、あたたかく声をかけていただいた。同じ経験
をされたからであろう。特に、養護教諭の F先生に温かいことばをかけていただい
た。F先生は保健室から学芸会の台詞が聞こえてくるほどであった。保健室で、担
当学年の子どもに学芸会の台詞を教えていたのだ。教師の姿勢に学ぶことが多かっ
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た。
　いい先輩に出会った。いい先生方にめぐりあった。自分がベストを尽くしたとい
う思いはないが、いい人に出会った。
（3）C校長
①　〈自立した女性を求めて〉小中学生の時に好きな担任（S子先生、K先生、O先
生）に出会ったこと。小さい時、「学校ごっこ」をよくして、先生役をしていた。働
く母の姿に自分も自立した女性を求めた。大学受験の時、自分の意思が固まった。
資格を持って働けるという母の勧めもあり、教師になることが具体的な目標になっ
た。
②　〈1年目からの研究活動〉Y小学校で7年間過ごした。新任として赴任した年が
市教委委嘱の研究指定の初年度にあたり、2年目に研究発表をした。国語の「語彙指
導」の研究をした。国語科出身ということもあり、1年目から研究部に入れていた
だき、研究推進委員を仰せつかった。研究部では女性校長をされた Y先生らがみえ
て、「語彙の木」などをつくり、精力的に研究を進めた。用務員さんが晩御飯にご
飯とみそ汁、そして漬物といった食事を作ってくださった。夜遅くまでやった。教
務主任の先生（恩師）が「新任3年でものにならなかったら、どうしようもないで
な」と言われ、がんばった。授業研究は楽しかった。責任もなく、思う存分やらせ
ていただいた。恵まれたスタートだった。語彙指導をどうしたらうまくできるか、
（例、擬態語「もくもく」を水槽の中に煙を入れて、指導した。）教材などもみんな
で作り、楽しかった。3年目に三河教育研究会国語部研究収録に「語彙指導の実践」
を取り上げていただいた。
③　〈初めての中学校勤務〉低学年ばかりの経験で、H中学校に転勤した。8クラス
あったが、5クラスが中学校勤務が初めての新米担任であった。中学校へ行って、ぶ
つかったことは生徒指導であった。生徒指導部の先生はわがもの顔であった。授業
中、「ちょっとこの子借りていくでな」と言って、担任にそのわけも言わずに連れて
行ったことだ。担任を越えた生徒指導はあり得ない、と今でもそう思っている。担
任していた生徒が、市内の他の中学校の生徒とけんかをしたことがあった。生徒の
家で相談会を開いた時、N中は教頭と生徒指導主事がくることになった。私の中学
は私ひとりであった。私は校長に「せめて生徒指導の先生が一緒に来てほしい」と
申し入れたが、「女は逃げる」と言われ、悲しかった。その時、H教頭先生が「俺
が行ってやらあ」と言ってついてきて下さったことが忘れられない。
　学校行事では、生徒会活動に力を入れた。任せてくださった。「昨年と同じこと
をやっているのは退歩だ」と校長から言われ、新しい企画をした。これだけは褒め
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てくださった。
　同僚では I先生から学ぶことが多かった。「国語の先生は美しい日本語の使い手で
ありたい」と言われ、名古屋の NHK国語教室「先生のための言葉セミナー」を受
講した。
　H中学校を10年務め終え、初めて転勤希望を出した。そうしたら広域交流教員と
なり、高浜市へ赴任した。市の代表としての責任もあり、意識も変わり、気負って
いたかもしれないが、教科指導員をさせていただき、素晴らしい授業に出会うこと
ができた。また後に女性校長となるK教頭先生にもお会いすることができた。自己
研鑚にもなった。
④　〈生徒指導から学ぶ〉鶴城中学校8年間、学年主任、生徒指導主事を仰せつかっ
た。対外的にはあまり問題を起こさなかった学年であったが、校内では結構問題を
起こした。授業をエスケープしたり、喫煙をしたりした。しかし、なぜか学年があ
がっても、異なる学年を希望する教師がいなかった。同学年の教師は協力し合って
おり、卒業まで一緒にやった。子どもは確かに問題を起こしたが、教師集団は結束
していた。N教頭先生が驚くほどであった。「主任さん、学年の先生を脅しとやあ
しんかね」と、言われた。主任の私の力のないぶん、みんなが頑張ってくれた。
　生徒指導はなかなか難しかった。PTAの方々が応援をかって出てくださった。K
剣道具店のご主人たちである。PTAの見回りが始まった。決して、ひるまない、見
逃さないという姿勢だった。たばこを吸っている生徒に「たばこを出せ！」と言っ
たところ、火のついたたばこを出した。K PTA会長さんは手のひらにのせ、手で握
られた。このことは今も忘れない。生徒に対する向かい方が大事だと思った。
　この学年は集会などをしても、椅子の整頓ができなかった。その原因は保育園の
自由保育が始まった時の学年であることが後でわかった。自由保育、何をやっても
よいというようにとられたからであろう。
〈校長の示範〉その後、W校長先生が赴任された。明確な指示とビジョンを示して
いただけたので、やりやすかった。（例えば「靴をそろえよ」とか。）いじめもあっ
たが、学年主任として各生徒宅の訪問を重ねて和解した。校長先生が大河内清輝君
の事件で、経験してみえただけに、的確な指導をしていただいた。フットワークの
軽い校長先生であった。生徒たちへ向かう姿勢を自分自身の行動で示された。いじ
めや非行などのときも、関係者の親父さんたちが出てくださったので、良い方向で
解決した。父親の役割の重要さも痛感した。また、ブラジルの子どもたちへの対応
も、M住宅の責任者を巻き込んで対応をされ、外国人を抱きかかえるような指導を
されたことに敬服した。
〈教頭の役割〉T小学校では教務と教頭であった。文部科学省の研究指定校、小中一
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貫教育、新設教科「食育」、小学校「英語」の研究であり、全国発表では1400名の
参加をえた。T校長は、的確で具体的な指示をしてくださった。3冊の書籍の発行に
よる研究の集大成は、教師一人一人の大きな実績になり喜んでもらえた。
　T小では苦い思い出もある。不祥事対応である。一人の教師の趣味を知らなかっ
た。一人一人の先生方の理解をしていなかったと反省した。心を開いて落ち着ける
場としての職員室経営ができていなかったことを反省もした。市教委の先生や西三
河教育事務所の管理主事から指導もいただいた。保護者や地域に誠実に対応したこ
とがよかった。「先生たちも頑張っとるがん。」と言って、学校をバックアップして
くださった。日ごろからの PTAや地域とのつながりが大事だと思った。
　T中は2年教頭。校長は剣道そのままの方で、裏表なしの誠実な S校長。強く指
示する方ではなく「率先垂範」、良い人柄の校長先生で、「この先生のためなら」と
思った。
⑤　〈「西尾国語の会」と私〉そして、国語教師として、私を成長させてくれたのは
「西尾幡豆国語の会」（現在は市町村合併により、「西尾国語の会」に名称変更）であ
る。現在本会の会長を務めているが、国語の会55年の歩み「道しるべ」の発行は、
OB会員を交えての編集会議が重ねられた。尊敬する先輩の O先生、M先生、T先
生、S先生、MT先生たちが毎回例会には出席してくださり、エールを送ってくだ
さる。学校を越えた国語科教師の仲間である。国語の力、作文の力は、ここで鍛え
られた。ある若い教師が、「国語の会で何が学べますか」と聞かれた。単なる協議
者に過ぎない自分を恥じ、指導者にならなければいけないと思った。若い教師たち
を育てる力量を持たなければと痛感した
⑷
。
（4）D校長
①　〈消去法の選択〉とくに、教師へのあこがれはなかった。しかし学校は好きだっ
た。教師になるという強い意志はなかった。大学はなんとなく選んだ。教育実習も
単位を取るという程度だった。自分の実家がパチンコ店に出資していた関係で、社
長から店の経営に参画してほしいと依頼されたが、1週間考えて断った。商売もい
いが、お金より、教育の方が面白いと思って、教師を選んだ。
②　〈4本柱の先輩〉西尾中学校へ新任で赴任した。校長は加藤喜代治先生。西尾中
学校には教師文化があった。サムライ級の方がいっぱいみえた。自分の担当のとこ
ろは文句を言わせんという雰囲気があった。トップダウンではなくてボトムアップ
という感じだった。竹ノ内茂雄教頭は，情に厚い方だった。北条先生が4本柱の先
輩を見つけよ、と言われた。学級経営、生徒指導、教科の指導、部活動、を学べ、
4人の師匠を見つけよ、と言われた。学級経営は浅岡文雄先生、教科は渡辺賢一先
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生、生徒指導は野沢茂行先生、部活は石原敬士先生。見よう見まねで、がむしゃら
にやった。2年7組。2階の端っこ。競技大会、運動会、合唱コンクール全部優勝。楽
しくてしかたがなかった。1年終わりかけた時、だるまストーブで、私は有頂天に
なっていたが、裏話があった。内実は「新任の子、手がかからないクラスをつくっ
て、やらせよう」ということだった。そこで聞かされ、ショックだった。ばかだっ
た。その瞬間、「ちゃんとした教師になろう」と覚悟を決めた。それまで、教員を
なめていた。ここが大きな節目だった。
〈まねて学ぶ〉4本柱の先輩の背中をみて、育った。最初は部活動。技術指導という
より、子どもと一緒に動いた。初めはサッカー部だった。市内唯一。私自身は高校
までバレー部だったが、石原先生が「だからこそ、あなたはサッカー部をやれ」と。
そこでやれたらバレーボールをやらせると言われた。4年目からバレー部に移らし
てくれた。今から振り返ると配慮だった。できない子の気持ちがわかった。教頭か
ら、子どもと同じことをやっていてはダメ、とご指導をいただいた。部活と学級経
営は共通点があるなと気づいた。一人一人を見る。チームをまとめる。リーダーを
使って、子どもの世界をつくることなど。共通点を学んだ。先輩方のご指導、加藤
にはまずやらせる、という先輩方の姿勢のおかげだった。学ぶはまねる、まさにそ
の通りだった。先輩に見せていただいたことを学びながら修正し、自信もついてき
た。30歳までであった。
③　〈後輩たちがエネルギー〉名倉教育長先生から、30歳までに足跡を残せ、とご指
導いただいた。結果的にそうなった。先輩方のありがたみがよくわかった。中堅教
師になって、30歳から35歳、ここで吉良中の稲垣寿先生と出会った。「あんたのチー
ムに負けたら、しょうがない」と互いに言える関係になった。寿さんの存在も大き
い。
　後輩たちが入ってきていた。自分にとってはエネルギー源になった。35歳ぐらい
で立場が逆転していた。後輩を意識して、立場の確認し、応用が利くようになった。
後輩に語りながら、自分としてはかなり充実していた。
　昭和63年、30歳の時に、岡田校長が赴任された。7年間校長をされた。中学時代の
3年間の担任。追い風になった。ともすると天狗になったり、いい気になったりした
が、校長さんからご指導をいただいた。一方、「最近いい話ないか」とたよりにして
いただいた。とにかく、岡田校長の存在は大きかった。35歳くらいまでは、「読書
とエッセイ」が当たり前になった。ノウハウ本というよりは、経営者のリーダー論
（本田宗一郎、松下幸之助）や外山滋比古や木村尚三郎などの本を読んだ。バレーの
試合中30秒の試合の流れを変える言葉を知りたかった。彼らの全然違う話、洗脳、
その気にさせる言葉をさがした。岡田校長先生から本の紹介を受けた。岡田先生や
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研究部の方々から紹介をいただいた。
　週案の反省欄には子どものエピソードをかくようにしていた。この子がこんなふ
うに輝いた、と。読書で吸収し、エッセイで吐き出す5年間だった。
〈すべてをリセット〉次の節目は附属中学校である。英語では天狗になっていたが、
ここでいかに自分の授業が拙いものであったかを知った。今までのものをリセット
した。先輩は金原宏先生、教頭は広中達憲先生。佐々木尚也先生も同僚。教科指導、
それまでやれたことにしていたが、授業の理想形を探し出した。理想形から引き寄
せて、どういう手立てで埋めていくか、授業以外も考えた。身についた。
　自分磨き、気配り、仕事の段取り、感謝する気持ちを学んだ。この附属中の経験
がなかったら、今天狗で終わっていたであろう。自分の母校でもあった。楽しくや
らせていただいた。6年目に教頭。副校長さんにいろいろご指導をいただいた。井
上、吉田、石原、各副校長さんに仕えた。平成11年、研究起こしの年。やぐるった。
副校長吉田先生が、「自分のやりたいことをやれ」と助けていただいた。12年度に教
務主任。「たつき」の編集。道すがらいろいろ吉田副校長からご指導をいただいた。
PTAとのつながりも勉強になった。
④　〈未知の仕事〉平成14年から、市教委、県教委、新城教育事務所、を経験したが、
視野が広くなった。学校への予算、現場ではわからない世界があるんだなとわかっ
た。市教委、ある意味、カルチャーショックを受けた。「起案」とか「決済」とか。
赤堀教育長から可愛がっていただいた。「文部時報」の原稿等も書かせていただい
た。思いっきりやらせていただいた。任せていただいた。チアフレンドと生徒指導
アドバイザー制度を発案した。昔、生徒指導で教師を悩ませた人をアドバイザーに
採用した。これが今も続いているのはうれしい。
　市内23校（幼稚園を含む）の学校訪問をさせていただいた。校長になってから役
に立った。こういう経営をしないといけないか、ということも勉強したし、比較も
できたし、理想形を考えることができた。二人の課長に仕えた。浅岡課長、久野課
長にもお世話になり、それぞれの特徴と良い点を身につけようとした。管理職の在
り方を学んだ。
　次に、県教委へ行った。県教委も3年。万博の担当。死ぬかと思った。長久手へ毎
日のように行った。議会からも万博について代表質問もあり、大変だった。スクー
ルカウンセラー制度の拡充を文部省と連携を取って実施した。体育系の松永課長の
勢いを感じた。学校経営の勉強になった。3年目はブラジル、サンパウロに行かせ
たていただいた。ブラジル移民100周年事業に日本代表として参加した。日本から6
人だけだった。JICAや外務省の事業、県伊藤教育長からの直接のご指名だった。嬉
しかった。
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〈強まる使命感〉次に、新任校長、東部中学校。人様の人生を預かる立場だから、と
言って、母が、出勤の際、私の靴を磨こうとした。新任の時も、人様の子どもを預
かる立場だからと靴を磨いてくれた。子どもも大人も同心円だなと思った。30年前
に教えた子どもたち、新任で担任したクラスの子どもたちが、同級会を開いてくれ
た。校長は、先生たちの担任のようなものだ、と子どもたちに説明した。
　次に、新城教育事務所。ありがたい勉強をさせていただいた。三河教育のすごさ
を感じた。時計台の時計のようなものを感じた。裏の歯車の精密さを三河の教育界
に感じた。若い先生に伝える使命感を感じた。
⑤　〈常に問題意識を〉常に問題意識を持つことが大切である。何に対する問題意
識かは、年齢や立場によってかわるが、常に自分の中にあるので、いつでも考えら
れる。それが強ければ強いほど、次の行動が出てくる。例えば、本屋にいくとか。
問題意識を常に持ち、そして行動だ。授業がどうしたらうまくいくか、「ホームセン
ター」や「レンタル会社」にもよく行った。その中で授業の教材や教具に使えるも
のはないかと探した。「自問自答」（岡田校長のことば）、反芻をすることが大切だ。
師匠の言葉がいつも蘇る。
（5）E校長
①　〈教員をめざした動機〉中2の時、安藤昭純先生が担任だった。若い先生で体育
と英語を教えていただいた。バレー部の顧問で、西三河大会優勝、県大会や東海大
会まで駒を進められていた。そんな安藤先生にあこがれ、先生のような教師になり
たいと強く思った。
　私は、バッジテスト（スポーツテスト1級）が嬉しかった。走・跳・投、鉄棒の技
（蹴上がり→ともえ→足掛け上げの連続技）特に鉄棒が得意なので1級をとることが
できた。
　野球部に所属していたが補欠だった。（それだけに教師になってから、補欠の気持
ちがよくわかるつもりでいる。）陸上の短距離走、長距離走で学校代表に選ばれ、郡
市陸上大会、100M，200M、中学校長距離継走大会（郡市3位、西三河大会7位）に
出場した。以上のようなことから体育教師なら向いているかなと考えた。
②　〈学級経営と部活動に明け暮れた20代〉碧南市立日進小学校（5年間）。若き
エース、浅井久夫先生と出会う。体育の研究発表で、新任ながら体育主任、特設授
業を公開した。3年目から学年主任。4年目に研究主任として研究発表。5年連続で
市内継走大会、5年生、6年生の部とも優勝。
　西尾市立西尾小学校（3年間）山崎弘太郎先生、黒部五郎先生、久野孝夫先生、
竹内栄蔵先生などそうそうたる体育の先生方が揃っていた。1年目は水泳部の顧問
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だった。業間をつかって5・6年生のスポーツテスト（運動能力テスト）の個票を参
考に選手を集めた。夏休みは一日、早朝と夕方の2回練習を毎日行った。男子は市
内総合優勝、女子は準優勝だった。2年目、3年目は男子バスケの顧問になった。前
顧問の久野孝夫先生が10連覇だったので負けたら切腹する覚悟で引き受けた。コー
トの横の青年の家の蛍光灯や車のヘッドライトの明かりを頼りにシュートを打た
せた。練習が激しかったせいか、6年生の男子が痩せてきた。（その子たち曰く、中
学校のバスケの練習より厳しかった。）11連覇は達成でき切腹は免れたが翌年は3位
だった。西尾小学校の3年間で学んだことは、部活をやる以上勝たなければならな
いということだ。藤井明校長は「勝ってからものを言え」とはっきり言われた。い
くら一生懸命やっても勝てなかったら指導力がないと言われる。どうせやるなら勝
たなければ損であると強く思った。
③　〈学年全体に目が向けられるようになった30代〉鶴城中学校では、結果的に12
年間お世話になった。名倉庸一校長、長谷寛校長、長谷川重男，外山修、柘植雅晴、
野沢茂行、鈴木睦、中村恵、鳥居陽子、丹羽義男、河合厚志、井上勝哉、伊藤裕之、
今本政勝の各先生に出会う。目標にできる先生方がたくさんみえて、大いに勉強さ
せていただいた。体育主任、学年主任、生徒指導主事などを経験させていただいた。
　学級経営では、茶摘みの心、給食の心、家庭訪問の心、清掃の心、など心シリー
ズにして職員に配布した。部活動は、女子バレーを10年間もった。成績は、中学校
総合体育大会で県8位が最高で西三大会準優勝と3位が1回ずつあった。郡市の大会
では、毎年のように西尾中学校と決勝戦で当たり優勝を分け合っていた。
　体育部は6人いたが、よくまとまっていた。誇りもあった。鶴中体育部には文化
があった。その文化とは、体育大会当日、体育主任は誰よりも早く学校へ来て、グ
ランドへ白線をひくことであった。鶴中へ一歩足を踏み入れたら何もできない自分
に気づかされた。生徒一人ひとりに気を遣っていかないと一日も過ごすことができ
ないと思った。30代は教員の酸いも辛いも分かった気がする。鶴中では、名倉庸一
校長から多くのことを学んだ。特に思い出すのは、通知表や指導案は「自分でしか
書けないことを書け」、と指導を受けた。また、保護者を味方につけることが大事。
あの先生に教えてもらえば、と思われるようになればしめたものである。
　生徒指導主事の2年間、鶴中の生徒指導は誰がやってもうまくいかない。だから自
分がやってもうまくできるわけがない、と自分に言い聞かせていた。朝校門に入っ
たら生徒指導のことを考え、夜校門を出たら生徒指導のことを忘れようと思ってい
た。家まで持ち込むと胃に穴が開くと考えた。怖いと思ったことは、親も教師も警
察も成績も怖くないと思っている中学生がいたということである。こういう子ども
をどう指導したらよいか悩んだ。自分にこのような経験がないので、そこまで人生
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を捨てられる心が理解できなかった。
④　学年主任の1年間。大規模校の中学校の学年主任は最高にやり甲斐があり、充
実していたし、楽しかった。生徒の進路のこと、生徒の生徒指導のこと、学年の先
生のことを3分の1ずつ考えるようにしていた。
〈学校全体に目を向けられるようになった40代〉東加茂下山村立花山小学校（校務
主任3年間）高山時由教頭に出会う。美術の先生であり、3つ上。面倒見のよい理想
的な教頭先生だった。この学校の特色は？と尋ねたら、今までキャンバスを真っ白
にしてきた。これから絵を描くところだ。共に頑張ろうと言われた。へき地派遣の
3年間は、単身赴任だったので久々の独身生活に戻り楽しかった。鶴中で学んでき
たことを実践できる環境にあった。
　西尾市立平坂中学校（校務主任2年間）地域によって中学生から受ける印象がこ
んなにも違うものかと実感できた2年間だった。
〈今まで培ってきたノウハウを後輩に伝える50代〉西尾市立福地南部小学校（校務
主任3年間）PTAの山下さん（造園家、香樹園）に出会う。「環境が人を育てる」を
モットーに、校務の仕事に没頭する。枕木花壇、花畑の卒業式（ロングプランター
100鉢）に取り組んだ。
　西尾市立中畑小学校（教務主任4年間）山本章江校長、杉浦利雄校長に出会う。教
務1年目は綱渡りだった。教務はある意味、交差点の交通整理の役割を担っている。
先が見えないので苦しかった。2年目になると、あの苦しみは何だったのかと思う
ほど楽になった。
　西尾市立寺津中学校（教頭3年間、校長3年間）岡崎から広域派遣の内田義和校長
に出会った。本校出身のプロ野球選手、岩瀬投手コーナーの設置など、ユニークで
前向きな指導が勉強になった。岡崎仕込みの教育経営・学校経営に感化を受け、そ
の後校長になった時、参考になった。
　特に、校長になってからの3年間、教頭の丹羽義男、教務主任の杉浦雅人、上田芳
裕、校務主任の高須金吾、伊藤裕之、生徒指導主事の井上勝哉の各先生などは、若
い時から共にやってきたメンバー。気心が分かっており、心強かった。今は全校生
徒が毎日元気でにこにこして登校できる学校を創ることが校長の使命だと感じて
いる。そのために、全校欠席ゼロへの挑戦を学校経営の柱に据えている。明日のふ
るさと寺津を託していく子どもたちに関われるということが幸せである。
⑤　教員生活38年間をふりかえって
　この仕事をこの人に任せたい、この人なら間違いない、この人が欲しい、と言っ
てもらえることが大切だ。20代は学級と部活、30代は学年全体、40代は学校全体に
気を配れる人でありたい。そして、50代はその人が培ってきたノウハウを後輩に伝
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えていくことが大切である。
　役職者になったら、仕事を教えてくれるとか何々をやりなさいという指示はな
い。自身で見つけるものだ。校長は、謙虚でなければならない。部下に尊敬された
り、目標にされたりする人がいい。しかし、ここが一番難しいところだ。全部で8校
経験させていただいたが、どの学校にも目標とする先輩やその人に出会えてよかっ
たと思える人がいた。特に鶴城中学校の12年間で育てていただいた。31歳から42歳
までの一番働ける時期にも重なった。
（6）F校長
①　〈教師になろうとした決めた一番のきっかけ〉私が教師になろうと決めた一番
のきっかけは、高等学校2年生の物理の T先生との出会いが大きいように思う。物
理の先生の授業は，毎時間とても魅力的でわかりやすいものだった。とても分かり
やすい授業で、必ず解けない問題を授業の終末に出題された。それをやるのが楽し
みだった。それに中学1年の時の理科担当の N先生の授業も魅力があった。
　教育実習は小学校が碧南市立大浜小学校。中学校は吉良中学校だった。さらに教
師になろうとする思いが強くなった。やる気が出てきた。教務主任は理科で、大学
の教授と同級生ということもあり、何回も教授が来てくださった。当時の大浜小は
授業研究が進んでおり、ハンドサインも活発に使われていた。そこではいろいろな
ことを学ばせていただいた。
②　〈最初の赴任校時代、エネルギーになったもの、役に立ったもの〉新任は佐久
島小。第2のふるさとだと考えている。5年6年4年と受け持った。教務主任はH先生
だった。下宿も同じだった。朝食、夕食、風呂も一緒。H先生からすべてのことを
教えていただいた。初めは算数科主任、2年目は社会科主任、そして3年目にやっと
理科主任になった。H先生は理科の大家だった。「水戸黄門」を見ながら論文を書
くぐらいの人だった。すごい人だった。音楽面でもすごかった。クラシックが得意
で、ステレオを自分で作るような人だった。当時は教員住宅で、10人ぐらいが一緒
に食事をしていた。そこで学ぶことが多かった。
　中学校の技術科の T先生からも影響を受けた。T先生は雑誌によく投稿してみえ
た。酒も教えてもらった。同僚では、彦坂先生、蜂須賀先生、管理職ではM校長先
生、I教頭先生がみえた。食事が同じであったこともあり、M校長から食後によく
ご指導を受けた。本音で、くどいぐらいおっしゃった。腹に据えかねていたことも
あったようであった。幡豆の教育の問題点など。それを私におっしゃった。30代に
はどうすべきか、40代ではどうすべきか、なども話してくださった。生々しい話を
してくださった。若い私に。
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　校務分掌では、いくつかを任されたこともあり、後に大きな学校へ行っても困っ
たことはなかった。小規模校経験の良さだったと思っている。
　横須賀小学校へ転勤した。校長はM、後に O校長。F校長。同年齢の2人の先生
もみえ、刺激を受けた。佐久小で「9人の子どもを40人を対象にするつもりで授業
をせよ」と言われた意味が後でわかった。佐久小のことが役立った。
　研究主任はM先生だった。研究副主任をさせていただいた。O校長先生は子ども
をとても大事にしてみえた。全校朝会の校長講話はいつも3分くらいで終わる。し
かし、印象に残る話をされた。いつもにこにこして見えた。そして必ず先生方をほ
められた。
　行動はすべて「率先垂範」だった。教師文集「おもかげ」。日ごろ思っているこ
とを自分で書かれ、このように「学期に1回くらいまとめてくれんかね。」と言われ
た。「みんなやってくれないかね。」と。「やりなさい」と言われない。担任に子ども
の良いことを聞かれ、誕生日には一人一人の子どもに色紙を書かれ、子どもたちに
渡してみえた。とても印象深い校長さんだった。横小に8年いて、昭和61年4月、吉
良中に変わった。
③　〈専門家としての自己確立の時代に自己の教育実践や教育に対する考え方に影
響を及ぼしたもの、こと、ひと〉吉良中には理科の大家である O校長先生が見えた。
なかなかおっしゃることは難しかった。合併20周年だったので、夜の会合も多く、
夜遅くなり、校長先生を自宅までお送りすることが多かったが、理科教育の在り方
を教えていただいた。H先生とは違った理科の考え方だった。吉良中に7年いたが、
生徒指導で大変だった。学年の生徒指導を担当したが、システムが他の中学校と微
妙に異なり、吉良中は学年組織というよりも、個々に動くという方式だった。やれ
る人はいいが、弱い先生は困ったと思う。進路担当をしながら、緑化担当もした。
国土緑化推進協議会賞をいただき、全国植樹祭に出席させていただいた。この時、
資料を作成したが、Y校長からよく直された。S先生のあとだったので、部活動は
テニスを担当した。T先生（教務主任）がみえて、一緒に担当された。T先生とこ
とごとく対立した。T先生は部活に燃えていた。部活指導はやや一面的で、他の人
の意見は聞かなかった。保護者とのトラブルもあったが T先生は曲げなかった。部
活動について考えることができた。
　小中連携という面から考えると、自分の専門性、小学校から積み上げた9年間の
論文を書いてきたことが、中学校で研究主任等の立場になって、企画立案が必要に
なった時に役立った。こういう時はこういうことをすればいいという見通しがもて
た。
　H校長から O教育長に会うように言われ、役場へいくと、派遣社会教育主事にな
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ることになったと言われた。初めての行政の仕事でやや不安があった。
　平成5年～7年派遣社会教育主事時代はよく勉強させていただいた。地域、学校外
にかかわる家庭教育が学べた。私としては視野が広がった。一色町の教育委員会勤
務にさせていただいたので、社会教育について先輩であるM先生に聞きにいった。
いろいろ行政の中身を教えていただいた。M教育長もすごくいい人だった。困って
いると、「そう一生懸命にならんでいいよ。」と温かい言葉をいただいた。本当にい
い人だった。県の生涯学習課長だったN先生が一色中学校長として赴任された。生
徒指導・行政の仕事の一端を学ぶことが出来たことは、後の仕事をするのにとても
役立った。家庭教育推進事業の仕事のいくつかを担当をさせていただき、ご指導い
ただいた。
④　〈役職になってから、自分が教師として生きていく中で悩んだり難しかったり、
教師としての様々な葛藤、助けてくれた人や教えてくれた人、印象に残った事件や
出来事、苦労したこと〉平成8年に一色中学校へ赴任した。自分は教務主任だった。
O先生が教頭。いろいろなことを教えていただいた。校務は K先生。西三河地方教
育事務協議会の研究指定になった。N校長より、新テーマである総合学習を論理的
に組み立てよ、といわれ、筑波大学の山口満先生を講師にお願いした。研究はすべ
て私たちに任せていただいた。せっかくやるからには、研究のための研究にならな
いようにとの思いで、精力的に研究した。最終的に7年一色中学校にいた。N先生、
K先生、S先生が校長だった。
　一色中学校では生徒指導に大変苦労した。A生徒が対教師暴力、生徒間暴力をし
て愛知学園に入った。この経験をしたことで、そのあと、学校のいろいろな不祥事
があったが、動ずることはなかった。ここでは意思決定の大切さ、集団づくりの大
切さを学んだ。
　校長としては高浜市の吉浜小学校に最初に赴任した。なかなか保護者、地域から
要望の多い学区であった。ダイレクトに要求がくる学校であった。それだけに大変
であったが、真剣に取り組んだ。幸い、いい学校経営ができた。行政での経験や一
色中学校などで学んだことを学校経営に生かすことができた。
⑤　〈教職を振り返って、教師の力量向上に必要なこと〉37年間を振り返ってみて、
やはり授業を大切にすることが基本だと思っている。また学校は組織で動くことが
大切である。若い教師は年配の教師に学ぶこと。今は教師同士のふれあいが少ない
ので、互いに切磋琢磨する姿勢が欲しい。また、そういう雰囲気を管理職がつくら
ないといけないと思っている。若い先生は苦い経験をさせないといけない。「今は
すぐ聞きに来る」が、「まず考えてから来なさい」といわなければいけない教師が
多くなっている。私たちは壁にぶち当たって学んできた。これが一番いいという方
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法はない。教師は自らチャレンジする気持ちが大切。そういう基盤を作っていかな
ければならないと私は思っている。こういうことが成り立っていれば、学校も信頼
されるようになり、モンスターペアレントも怖くない。
（7）G校長
①　〈教師をめざすきっかけとなった先生たち〉小学校5年の担任の高須大三先生に
教えてもらったこと。よく怒られたけれど、熱心に分かりやすく教えてもらって、
勉強がよく分かった。社会・理科は自分でも得意だったのでよく勉強した。理科で
は顕微鏡の扱いを覚え、ミクロの世界が広がったことがうれしかった。
　吉良中時代の社会科教師加藤栄治先生も魅力があったが、中学校3年生のときに
嶋崎亨平先生に教えてもらったことが直接の理科教師になるきっかけになった。島
崎先生は自作教具を多く作ってくださった。週2時間の授業しかなかったが、自作
教材で説明してくれる授業は心をひきつけるものがあった。自作教具は良く分かる
授業になった。
　西尾高校の地学の先生、S先生はみんな嫌っていたが、気さくでわかりやすい授
業だった。それが大学で地学を専攻するようなきっかけになったかもしれない。
②　〈新任3年間の下宿生活〉佐久島中学校　昭和51年4月～昭和54年3月。教務主任
は Y先生。授業に関しては何も教えてもらわなかった。校長もあまり教務主任を
かっていなかった。頼りにしていなかった。下宿だったので当時食事を一緒にして
いた小学校の判治政美先生にいろいろなことを教えてもらった。自作教材などアイ
デアが豊富でためになった。下宿で1年間いっしょの家で過ごした外山正志先生に
も授業についてはいろいろな蘊蓄を聞かせてもらった。中学校学級経営に関しては
彦坂伸久先生（現在田原市会議員）によく教えてもらった。もう1年いてもいいと
思ったが、学校事情もあり、3年で転出した。ここで思ったことは、年をとってか
ら力がないと若い先生から頼りにされなくなり、ダメだと思った。
〈教師力向上は自主的な授業研で〉一色西部小学校には、昭和54年3月～昭和60年3月
まで勤務した。教務主任は T先生、S先生の二人に仕えた、ここでもあまり教えて
もらうことはなかった。しかし、この当時は青年部の先生が多く、渡辺栄治、稲垣
郁夫、宮地直美、伴野俊幸、倉地千裕、永山道子の各先生など、青年部でよく話し
合ったことが記憶にある。3分の1が青年部ということは大きな力であったが、その
後、職員会議でいろいろな意見を言うと翌年にはその分掌が回ってくるというおか
しな風潮があり、みんなあまり物を言わなくなったことがある。
　一西小後半で、教務主任は山本村夫先生になったが、先生は授業でも自主的な授
業研をやるとよく見に来てくれた。
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③　〈教師として一番力を付けることができたころ、三教研で得たもの〉授業力構
築については、一色西部小学校のころに三教研の教育工学部会に参加させてもらっ
たことが授業力を確立した大きな要因となったと思う。附属中学校の藤澤卓美先生
（大学時代の卓球部の大先輩で出会う機会もあった）の下で教育工学を学んだ。そ
のときに一色中学の牧聰先生にも学んだこともよかったと思う。
〈先輩教師に鍛えられた一中時代〉その後、一色中学校に転勤し、小1の担任から、
いっきょに中3の担任になった。不安であったが、周りの先輩が応援してくれて、何
とかやりとおした。しかし、格技の文部省研究指定校であったが、あまり貢献はで
きなかった。格技の研究が終わり、各教科の授業実践が続いたがその当時の理科部
は鈴木昭夫先生、岡田速先生、富永幹夫先生、牧聰先生、石川隆先生、小松威房先
生がいて、年齢が一番下だったのでよく授業研をやったことで授業力がついたと思
う。その後、女性の理科教諭、判治智江先生、島崎徹先生がみえた。授業研究も活
発になり、授業研の後、講師の先生を呼んだときは講師の先生も呼んで飲み会をよ
く行った。飲みニュケーションも大事な人とのつながりを作るきっかけになると思
う。そのころ、西尾市幡豆郡科学教育研究会の幹事になり、西尾市の先生とも交流
が生まれた。論文は必ず書くようにしていた。
④　悩んだり、難しかったりしたこと〈健康第一〉
　30代半ばでウィルス性肝炎がわかって、広域交流教員として、幸田町に出向して
いるころに一番体調が悪かった。健康が一番である。
　40代はじめごろから役職になるといううわさもよく聞いたが、「待て」といわれ
ることも多かった。その当時を振り返れば自分はそんなに多くの実績は積み重ねて
はなかったので仕方がなかったが、仕事のできない校務主任が来ると「何で」と思
うこともあった。
　校務主任になったときは、校長　牧聰先生、教頭　大橋正明先生、教務主任　加
藤正子先生で、いろいろわからないことはよく教えていただいた。ミスもあったが、
仕事もよくできたと思う。
〈教育実践を残す大切さ〉教務主任になったときは、校内の職員の授業、学校生活に
かかわって意識を大きく変えること事ができたと思う。学習規律の確立、授業実践
など学校の持つ雰囲気を一新できた。教育論文の取り組みでは赴任時には輪番制の
ような形でわずか3点しかなかったが、5年目には教務主任以下全員が取り組めるよ
うになった。教務主任として、他の先生方の論文を見、その後で自分の論文を書く
という営みであったが、みんな文句を言わず、ついてきてくれた。
　そして、今一つ困っていることは、やる気をなくした教師の存在である。教師と
いう仕事を本職と考えない教師の存在である。生活のためにしか考えない教師であ
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る。こういう教師がいると教師集団の士気に影響する。
⑤　〈次の世代の先生に残したいもの〉教師として力をつけるのには、何事もまじめ
に取り組むということである。授業、行事然りである。いい加減はダメ。派手なこ
とはしなくていい。見てくれる人が必ずいる。
　そして先輩たちに恵まれた。足助の藤澤さん。一色中学の牧先生。今、若い先生
たちに何を残すことができたかと聞かれると、恥ずかしい。今年から西尾市科学教
育研究会会長を仰せつかったが、これも若い時から、係や庶務をさせていただいた
おかげと思っている。
（8）H校長
①　〈教職志望は楽しかった中学時代の生活から〉最終的に教職をめざすことを決
定した時期は高校3年の大学受験の時。中学生頃までは漠然と家業を継ぐのかなと
考えていた。父が家業を継がないことを許したのは、自分が家業のために大学を中
退したことが苦になっていて、息子には教育大学を目指させてやりたいという気が
あったからだと思う。教職を目指したのは、楽しかった中学生時代や尊敬する恩師
N先生に出会ったこと。当時の吉良中は統合したばかりで、石川孝夫、高柳良康先
生など若い元気のいい教師が多くいた。教員採用2次試験の面接日、偶然恩師 N先
生に電車の中で出会い、面接の仕方や回答方法も教えてもらった。2次試験が終わ
るとN先生は会場前で待っていてくれて食事をよばれた。教え子を思う教師の素晴
らしさを教わったような気がする。
②　〈先輩・同僚から学んだ新任時代〉新任は知立中学校で、技術科を担当した。当
時の知立中は60人の大所帯で、1学年15～16人で担当。若さあふれる学校で平均年
齢が29歳。同期が3人。技術科担当3人。ここで、教師の基本姿勢を学んだ。職場に
は学年主任さんのような年配の先生、若い先生の両方がたくさんいたので、両方か
ら学ぶことができた。ベテランの先生は、目標としては高過ぎ、同期の若い先生と
競争しながらやった。3年過ぎたところで自信が持てた。学年主任が褒めてくれた。
　職場の先輩から学級経営、生徒指導を教わった。特に技術科主任の谷川清先生か
らは新しい教材作り、教具の開発、教育論文の書き方まで、多くのことを教わった。
各学年1人の教科担当。各学年の実践を分担して論文にまとめ、入選した。知立地
区は小さいので隣の刈谷市の教科部会にも参加させていただいて勉強した。他の学
校へも訪問して勉強した。育ててもらった。
③　〈授業研究の充実期…地域教材の開発〉5年の知立の生活を終え、地元の吉良町
へ転勤した。当時、横須賀小は自主発表を毎年していた。研究発表も兼ねた年だっ
たので、進んで研究授業をした。算数、理科、社会科をした。吉良の郷土史もこの
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時勉強した。水村民之先生が研究資料を教えてくださった。中央史と地域史をつな
ぐ試みもした。このとき、土器作りや火起こしなど、今でいう総合学習的な授業を
した。当時の横須賀小には若い実践家がいっぱいいた。外山正志、三浦紀子、稲垣
寿先生などを、大渓紀雄先生に引き続き、船橋先生が率いておられた。体も軽く、
よく動いた。教職員のバレーボール大会があったが、定期的に夜集まって練習した。
　そして、幡豆中学校へ転勤した。学年主任は尾崎智先生や遠山誠先生。牧野とよ
み先生もみえた。校長は大村邦夫校長と原田常弘校長だった。ここでは技術科担当
は1人だけ。学校の枠を超えて教研活動をしなければならなかった。学校規模が小
さく2年目には進学主任をさせていただいた。西尾市内の先生たちと交わりができ、
勉強になった。
〈志高く…附属岡崎中での取り組み〉附属岡崎中学校へ2年で転勤した。密度の濃い
時代だった。改めて研究的に取り組んだ。附属中学校は当時、ダイナミックな単元
構想を立てていた。小笠原豊、近藤真澄先生らが中心になって進めてみえた。私に
も担当が回ってきて、「アドベンチャーキャンプ」をした。竹とロープで筏を作っ
て「長良川　筏下り」をした。学年全員180人が取り組むのである。医師の付き添
いやカヌー協会の愛知教育大学金森教授にもお出ましいただいて、保護者を説得し
た。最後まで、2人の女子生徒が安全面から反対したが、とことん話し合って実行
することにした。最後まで反対した2人の生徒がいることが附属中らしいと思った。
3泊4日、岐阜・金華山から木曽三川公園まで、テントを積んで川をくだる生活。パ
ドル（手ごき櫂）も生徒たちが作った。平成2年の実践は、教科＋道徳＋特活＋行
事を総合単元的に実践した。7月に実施したが、毎日曜日は木曽川に出かけ、危険
個所をチェックした。菅生川でも練習した。流水プールでも練習した。
　全校体制で取り組んだ。目標を高く、子どもの自主性を尊重し、しっかりプライ
ドを持たせることが大事だと思った。教師は「ああやれ、こうやれ」式の教育では、
自主性は育たない。教師が上限を決めているようでは高いところまで越えていく力
は育たない。これは附属だからできるのではない。特別ではないと思う。生徒たち
を大人として扱い、自分たちで決定させていくことが大切だと思った。
　また、附属中ではオリエンテーション合宿を1年生の5月の連休明けに行ってお
り、延々と学級の問題を話し合うようにした。車座になり、本音で遅くまで話し合
う。懺悔したり涙を流したりする。こういう経験をすると、教室でも意見をしっか
り言うようになる。オリエンテーション合宿が3年間の中学校生活の原点になった
ように思う。とことん話し合う経験が大事だと思った。
④　〈一人一人を見つめて…佐久島小中学校での取り組み〉佐久島小・中学校が役職
のはじめだった。文部省のへき地研究の研究指定校だった。1週間泊まり込みで映
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像を作成した。担任を説得し、修学旅行で1学年5名という少人数ながら、班別学習
に取り組んでもらった。3人と2人の班を作って、卓球の会社（バタフライ、ニッタ
ク）を訪問した。少人数指導ということで、一人一人を見つめなければならない愛
知教育大学附属養護学校の指導を参考にして、指導案を作った。養護学校にみえた
尾崎智先生に資料を送ってもらった。個別と学級全体の流れを並べて指導案を作っ
た。普通の学校は平均点の授業をしがちであるが、40人の子どもを4つのグループ
に分ければ、一人一人をていねいに見つめることができる。授業観が変わった。一
人一人を見つめる授業に挑戦した。
〈生涯学習を学ぶ…社会教育主事として〉その後は社会教育主事になり、吉良町教育
委員会に赴任し、社会教育行政に入った。学校以外の人たちに会い、学校だけの視
点はダメだと思った。役場の職員の方々が支えてくれた。ちょうど、平成5年度は
「全国生涯学習まちづくりサミット」が開催され、全国から800人を迎え、5つの分
科会、100人の実行委員を編成し、サミットを成功させた。宿の手配など、大変だっ
たが、楽しいことばかり考える委員の方々だった。文部省の移動型キャンプも忘れ
られない。県教委の山村先生、西三河教育事務所の伴正先生、西尾の高野主事、一
色の外山先生らといっしょに「フロンティア・アドベンチャー事業」をやった。小
5～中3まで50人を集めて、8泊9日のキャンプである。現場のリーダーは松崎富志郎
先生と岡田兵二先生であった。ここでは、横須賀小学校や附属中学校の取り組みを
生かすことができた。
　この3年間は、家庭教育、社会教育、文化財保護、スポーツ振興の視点から、多
くのことを勉強することができた。
〈ミドルリーダーとしての取り組み〉津平小学校4年、横須賀小学校5年の教務主任時
代。今までの選手とちがい、ここからはコーチ役となった。みんなを支援する方に
なった。研究発表があると学校では、自然に取り組みの方向性が見えてくるが、目
標がないと現職教育の推進はなかなか難しい。学校では、ある先輩から「学校でい
ちばん早く勤務し、一番遅くまでいて校長が帰るのを見届けてから帰る」を実践せ
よ、と言われて、できる限り行った。
　教務主任時代は校長・教頭先生から学んだことが多かった。きめの細かい校長先
生、ビジョンを持つ校長先生といろいろなタイプの方があった。とくに勉強になっ
たのは、学校教育目標の段階目標を作っていた校長先生である。学期ごとの目標、
月別の目標などを作るように指導を受けた。
〈教育行政を学ぶ…指導主事としての取り組み〉派遣指導主事時代は、予算獲得が勉
強になった。とくに成果を数値目標や実績を掲げての財政部への説得が勉強になっ
た。例えば、子どもがよく読書をするようになった、といってもどのぐらいかよく
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わからないが、前年度と比較して、年間80冊読むようになったと言えば、説得力が
増してくる。前年が40冊とすれば、80冊ならば倍増ということになる、という説得
の仕方がいい、と教わった。学力テストの結果でもそうであるが、どこが弱いか、
根拠を持って説明できるようにした。教育行政と学校現場の協力体制が重要であ
る。数値目標、実績評価、予算とその執行など、自分には初めてのことであったの
で勉強になった。
　教育事務所では、特別支援教育や外国人児童生徒教育を担当した。初めての分野
であったが、それだけに勉強した。しかし、それが大変勉強になった。発達障害の
子どもの指導がうまくできる教師は、学級経営がうまくいくということが言えるよ
うな気がした。ポストが教師を育てる、ということが言えるかもしれない。
〈地域に学び、地域を生かした学校経営…新任校長として〉幸田町立深溝小学校へ
新任校長として赴任した。かつて田舎にあったコミュニティーがここではまだ残っ
ていた。地域の支援が多かった。学区との連携の大切さ、学区の教育的財産を生か
すことに留意した。学校の歴史に込められた人々の思いを生かす学校経営をする
必要があると思った。それぞれの歴代の校長さんの思いやそれぞれの学校の歴史
がある。人事異動で職員はローテーション異動するわけであるが、形あるもので残
す工夫が必要であるような気がする。教育的財産といったものを目に見える形で、
「○○小の財産」として残す工夫をしていきたい。
⑤　〈学び合いからすべてが始まる〉35年間、教職についてきたわけであるが、多
くの先輩同僚に出会い、多くのことを教わった。コミュニケーションが大事である
し、それは日々の積み上げである。毎日、身近な先輩・同僚から学ぶことが重要で
ある。仕事に追われ、なかなか同僚とコミュニケーションをとる時間はないわけだ
が、やらなければならないこととやった方が望ましいことを区別して、余力があれ
ばやるようにして、雑談や話し合いを多くとるようにすべきである。学び合うべき
である。先日も、現任校である横須賀小学校では絵を描く会の指導のために、美術
専門の水野雅夫先生を囲んで授業後集まり、絵を描くポイントを学び合っていた。
本当はこういうことができることが望ましい。授業後、みんなが集まる余裕がほし
い。互いの後ろ姿から学ぶ、そんな学校にしたい。
（9）I 校長
①　〈キャンプカウンセラーとの出会い〉大学時代のボランティアで青少年協会の
キャンプカウンセラーから「君は、学校の先生がぴったりだよ」と言われたことが
きっかけとなった。個人的には、社会科の特に西洋の歴史に興味を持ち、大学の西
洋史学科を選んだ。その大学在学中、学んだり知ったりしたことを生かす仕事がで
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きたらと考えるようになり、可能性の高い、教師を職業として選択した。教えるこ
と、話すこと、知識を伝えたいという漠然とした職業観を持っていた。
②　〈子どもたちとの出会い〉最初の赴任校は小学校であり、子どもたちから「先生」
と呼ばれることに心地よさを感じた。小学校の2，3，4年生を4年間経験したが、多
くの子どもたちが、「先生」として受け止めてくれ、共に学び、生活できることが
教師としての人生観を作る基盤となった。子どもたちの懐いてくれたことが、教師
を職業として続けるエネルギーとなった。また、当時の保護者も新任教師を大らか
に見守ってくれたことが幸いであった。一つ上の先輩、目標としていた先輩 S教諭
が急死したことが印象として残っている。
〈専門職としての自覚〉H中学校での社会科の実践が心に残っている。小学校から
中学校への転勤、中学生は知識に対する意欲が高く、また逆に、教師が知識を多く
持っているか、試すような風潮があった。教師が間違った文字を書いていれば非難
したし、教科書を見て板書していれば、この教師は力がないと評価してしまうよう
であった。悪く言えば、教師の足元をすくうようなところがあった。教え方を知ら
ないではないか、欠点をさがすようであった。実力のなさを痛感した。今でいえば、
学級崩壊であった。そんなことがあって、教科書を見ないで、授業ができるようで
ありたいと考えた。教師だから、教科書を暗記して授業をした。生徒に知る喜びを
感じさせたいと思い、たくさんの本を読み、自分なりの解釈をして、生徒に話すよ
うにした。例えば、2年生歴史では、「十字軍」などの専門書を読み、子どもが驚く
ような事実を話して、授業を盛り上げた。1時間の授業を構成するのに本を読み、調
べ、まとめるという教材研究にとても時間を費やした。部活動をやってくたくたで
あったが、板書計画をつくり、授業にいかした。3年ほどかかった。教師には、生徒
もすごいと感じさせる専門知識と話術が必要である。それをやって初めて生徒は認
めてくれる。地理の授業もしかりである。地図黒板を使用すれば、事足りるわけで
あるが、フリーハンドで黒板に略地図を書く練習をした。これが出来て、初めて生
徒は認めてくれるのである。どの教師も同じであるが、卓越した姿を見せれば、子
どもは尊敬する。この中学校での最初の卒業生が一番印象に残っている。同級会を
しつこくやってくれる。
③　〈教師仲間の支え〉中学校では、生徒より、優れたものを身につけていることが
条件であると感じる。専門知識、教授方法、部活指導、人格など、生徒がなるほど
と思うレベルに達していることが必要条件と思う。生徒の生徒指導では、その後、8
年間荒れた中学校で生活したが、生徒との人間関係が信頼関係に基づくものになっ
ているか否かがすべての基本であると思った。
　I中学校では、担任3年、副主任や生徒指導主事をしたが、仲間がよかった。力の
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ある教師がいっぱいいた。印象に残る番長級のMなどは、ガンをつけたり、石をぶ
つけたりしてきた。こちらが、「誰だ！」と言うと、「俺だ！文句があるか」という
始末であった。「あいつがいないといいがなあ」と思うこともあったが、いい仲間
がいて、助けてくれた。2・3年過ぎると生徒指導にも慣れた。I中学校の最初の3年
間は文部省の研究指定校であったので、よく勉強もした。生徒指導や進路指導、学
級経営など、すべての教育活動が、生徒と生徒の保護者との信頼関係の構築に集約
できると考えている。
④　〈難しい問題と対応〉役職になってから、難しかったことは、精神障害を患って
いる人が教師としていたことである。休職もしていたが、復職審査の調書を作成し、
審査も受けた。審査官のいるところでは普通の授業をするので、それで審査合格と
なるわけであるが、上司や同僚のいない一般の授業となると、とんでもない発言を
するのである。こういう教師がいると、管理職は本当に、神経を使う。教頭、校長
でこの対応をしたが、本当に苦労した。校長、教頭時代は問題教師の事後処理や対
応に追われたことが印象に残っている。担任や生徒指導主事の時代は子どもとの接
点があったが、役職になってしまうと接点がない。
⑤　〈信頼関係の構築〉I中学校時代に学んだことが私の核になっているような気が
する。生徒、生徒の親といかに信頼関係をつくるか、が問題である。私は、「給食」
「清掃」「短学活」を大事にすることだと考えている。この時に子どもに語りかける。
食生活は大事、担任に給食を一番初めにもってくるか、自然になるようにしつけな
ければならない。清掃はひざをついて、床や廊下を拭く「ひざつき清掃」にしてく
れとお願いしている。
　授業は子どもが、「すげえなあ」、「楽しいよ」、「先生面白かった」と底辺の子ど
もが言ってくれるような授業を心がけた。その積み上げが信頼関係となる。
　交通事故にあった女子中生を意識不明の中で見舞ったが、30年たってもそのこと
を覚えていて感謝してくれる。子どもをかわいがる、子どものことを中心にして行
動することがいい教育の条件である。おっくうがるとダメ。子どもは本当に教師の
生きる姿をよく見ている。
（10）J 教頭
①　〈母と恩師のことば〉専業主婦であった母が、女性も専門的な職業に就き、自立
して欲しいという考え方だった。また、中学校で担任をしてくださった K先生が、
「おまえは教師に向いている。」と言ってくださったことが、教職をめざしたきっか
けである。K先生は、私たちの態度が悪かったとき、自分の過去の苦学された境遇
を話してくださった。こういう子どもに生き方を語れる教師という職業の素晴らし
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さを実感した。女性が一生続けることのできるやりがいのある仕事だと考えたこ
と、尊敬する K先生のようになりたいと思ったことが理由だと言える。
② 　〈授業づくりのおもしろさ〉新任校は安城市の小学校である。3年間いた。学年
主任としてご指導くださったO先生から多くのことを学んだ。低学年のスペシャリ
ストと言える先生で、子どものしつけから授業づくりの基本まで丁寧に指導してく
ださった。2年目に県教委の訪問があり、若手代表として国語の授業をさせてもらっ
たとき、O先生からご指導いただいて、課題解決型の授業に挑戦し、授業づくりの
面白さを感じた。2学期の訪問だったが、4月から準備をした。自分にとっては大冒
険だったが、何度も何度も違う教材でやってみた。顔面神経マヒに陥ったほどだっ
た。
　また、校内若手リーダーの K先生を中心に、土曜日の午後、勉強会を行い、「斎
藤喜博」などを読んだ。大いに刺激を受けることができた。
　また、結婚を機に、幡豆郡に入れていただいた。赴任した小学校では、高学年の
担任となり、M先生の厳しくも温かい指導ぶりが自分のお手本だった。
③　〈素晴らしき先輩女性教員との出会い〉育休後、I中学校に異動した。2年間は副
担だったが、ここで S先生、H先生、N先生という女性教員の先達ともいえる先生
方と出会った。厳しい勤務の中学校現場で、こんなに生き生きと働き、生徒や保護
者、同僚から信頼され、見事に学年や学級を運営する先生が、モデルとして自分の
目の前にいてくださることに感謝した。
〈特別活動による学年・学校づくり〉I中学校に14年間いたが、本当にいろいろなこ
とがあった。いよいよ担任となり、1、2、3学年のサイクルを3回、9年間経験した。
意欲に燃えて生徒の前に立った。同時に学年の計画委員会を担当させてもらえたこ
とが、私にとって大きなチャンスとなった。しかし、プレッシャーもあった。例え
ば学年集会で100分の授業をどう仕組むか、給食も食べられないことがあった。計画
委員会は、各学級のリーダーで組織されている。担当教員は3年計画で学年を育てる
ので、大きな責任を負うが、大変にやりがいのある仕事だった。ここで自分の学級
だけでなく、学年全体を視野に入れて仕事をすることを体得した。また、特別活動
主任となり、「3年間を見通した I中学校の特別活動構想」を自分で作成した。今思
うと、いい度胸をしていたと思う。ここで、行事では、1年生の吉良町内班別行動、
2年生の名古屋市班別行動、そして3年生の東京都内班別行動への発展や、学年集団
作りの3か年計画などを盛り込んだ。そして、この計画を校長先生、教頭先生に「ま
ず自分の学年からやらせてください。」とお願いした。「特活部会で検討し、職員会
で提案するように」と言われ、そのようにした。そして、自分の学年で実践を始め、
3年後には I中学校全体のものとなった。今思うと、若手の提案を認めてくださり、
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「やってみろ」と応援してくださった管理職の先生や先輩方に感謝の気持ちでいっ
ぱいである。
〈仲間と共に磨き合った14年間〉研究指定をいただき、仲間と時間を忘れて議論し
たことや、学年の副主任となり、問題を抱えた生徒や保護者と真剣に向き合ったこ
とも、教員としての自分を大きく育てたと感じている。I中学校での14年間は自分
にとってきわめて大きな意味をもった。
　特別活動の指導員となったこと、I町が研究開発学校の指定を受け、「総合的な学
習の時間」の実践に取り組んだことなど、いただいた仕事をきっかけに必死に勉強
したことも、自分の教員人生では大きな影響を及ぼした。勉強もできたし、元気も
あった。よき時代であった。
④　〈教務主任のなすべき仕事〉教務主任となって、一番悩んだのは、いかにして教
員の授業力を育てるかということである。事務仕事が多くなって、教師らしさが失
われかけていることが、気になっていた。同じ時期に、S小学校の教務主任であっ
た Y先生が「公開授業に学ぶ」という教務便りを出してみえた。私は、S小の研究
発表でこれを見せていただき、感動した。これこそ教務主任のなすべき仕事だ思い、
雲が晴れた思いがし、早速、自分の小学校で始めた。授業を見る視点も参考になる
ことが多くあった。授業の価値と問題点を分析し、提示した。
　また、他の先生との温かい関係づくりについても学ぶ点が多くあった。その後、
指導主事になった時に、町の初任者研修事業を立ち上げ、年3回の授業訪問をはじ
めたが、ここでも初任者だより「授業に学ぶ」を発行した。自分も汗をかくことで、
人を育てることができると思っている。
〈校長先生としてのあるべき姿〉教員を育てる立場、地域との関係を考える立場と
なってからは、管理職の先生方から学ぶことが多くあった。
　S小学校では、S校長先生の情熱あふれる学校経営、地域との関係づくりを学ん
だ。地域の人から深く信用されていた校長先生だった。
　I小学校では、T校長先生から多くのことを教えていただいた。校長として明確
な経営方針をもって教職員を指導されたこと、地域から絶大な信頼を寄せられたこ
と、また問題が起きたときには、肝を据えて冷静に対応された姿には心から感心し
た。危機に直面したときの管理職のあり方について、当時、指導主事であった私は
大変勉強になった。また、N教頭先生も立派に責任を果たされた。危機の時の管理
職のあり方は、この後、生かさなければと思った。
⑤　〈思う存分やりきる環境を〉現在の立場になってからも、自分にアドバイスをく
ださる先輩の先生方がいてくださる。本当にありがたいことであり一生の師匠だと
思っている。
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　今の若い先生は、まじめで従順だと感じている。やること、求められることが多
く、余裕や余力がない状態であると思う。自分が若い時、思う存分にやらせていた
だいた環境をつくってあげたい。支援体制や教育補助者等を、うまく活用して、教
師本来の仕事に力を注ぐことができるようにしたい。また、常に相談に乗ってあげ
るようにしてあげたい。一人でやるのではなく、みんなで学校を創っていく、子ど
もを育てていく…そんな雰囲気のある学校にしていきたいと考えている。
（11）K校長
①　教師になろうと決めた一番のきっかけ。
〈自立したかった〉私の家は商売人の家系だった。教員志望の雰囲気はなかった。子
どもが好きということもない。兄弟は電気関係の仕事をしていたから、私は漠然と
山の発電所あたりの就職を考えていた。国立だから学芸大学を志望した。私は教員
しかできないという教師になりたくなかった。いつでも転身できる覚悟があった。
兄弟で大学に進学したのは私ひとりだから、学資の援助はしないと父に言われて進
学した。大学4年間は、珠算塾を経営して学資の全てをまかなった。とにかく自立
したかった。昭和28年、愛知学芸大学に入学できた。
②　最初の赴任校時代、（30歳くらいまで）エネルギーになったもの、役に立った
もの。
〈『新しい綴方教室』〉新卒で赴任したのは、農村地帯の三和小学校だった。55人の4
年生を担任した。はじめて教室に入った時、55人の子どもたちの目に圧倒された。
この瞬間は、教員人生で生涯忘れることが出来ないものになった。国語教師の私
は、国分一太郎著『新しい綴方教室』がバイブルであった。特に「ふたつのリアリ
ズム」は以後の教師生活の考え方の基になったと自覚している。一つは、子どもた
ちに「生活の現実を題材にして、真実なものを発見させ、認識させていく意識的な
人間形成の過程」であり、いま一つは、「教師がひとりひとりの子ども、あるいは、
その学級全体の現段階をつぶさに知りつくし、それに密着した適切な指導をしてい
く態度」である。
〈目の前の子どもから発想すること〉高橋渡先生を中心に、斉藤喜博著『学校づくり
の記』の輪読会を有志で開いた。新米教師の私には、どのページからも新鮮な感動
と意欲を与えられた。喜博さんの『教師の実践とは何か』で、「実践」の意味を学ん
だ。喜博さん歌「学問なきことを卑下することなかれ君には君の実践がある」は、
私を奮い立たせた。新任2年目で先輩の杉浦宏先生と宿直室で合宿してまとめ、西尾
市の教育論文に応募した。「作文法」「合格テスト」「言われんでもやる勉強ノート」
などである。特に「言われんでもやる勉強ノート」は、私が担任した子どもたちか
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ら発想した実践で、入選はしなかったが、審査員の教授から講評で紹介され、意を
強くした。
③　専門家として自己確立の時代（30歳から40歳くらいの頃）に自己の教育実践や
教育に対する考え方に影響を及ぼしたもの・こと・ひと。
〈生活記録を通した生徒との関わり〉昭和35年、西尾中学校に転勤した。市内の中心
校を自負していて尊敬する教師が多くおられた。生徒指導を担当する「生徒室」が
あり、学年から1人が配属された。職員室とは違った小部屋で生徒の出入りも多く、
生徒に関する情報が集まっていた。小松正雄主任はカウンセリングを勉強しておら
れ、生徒個人の成育歴から今日の状況までを調べる事例研究や生活記録を通して生
徒と心を通わせることの大切さを説かれた。生徒室の私たちは、提出される生活記
録の冊数を競っていた。
〈学校文集の編集〉国語部員は、牧富也、高須音次郎、松木友次郎先生といった俊秀
の人たちで、作品の評価を巡って深夜まで議論した。国語部伝統の豚汁で体を温め
ながら、掲載作品の審査に当たった。作文の指導技術に留まらず、指導者の教育観
まで揺さぶられた。「文集は夜つくられる」は全国的な作文教師の傾向で苦になら
なかった。牧富也先生から物事への徹底した追究、簡単に妥協しないこだわりをた
たき込まれた。
〈研究サークルとの出会い〉「西尾幡豆国語の会」「形成の会」との出会いと研修が、
私のものの見方や考え方を育ててくれた。西尾幡豆国語の会は昭和30年に発足。指
導的な役割をされたのは杉浦敦太郎先生だった。毎月1回、各自が指導した作文を持
ち寄り合評会を行った。痛烈な批評に挫けそうになったこともあったが、反面、認
められたときはうれしかった。子どもの作文を大事にされる先輩方から、子どもへ
の愛情の豊かさを感じた。昭和37年、牧富也先生の推薦により、三河教育研究会国
語部会夏季研修会で私ははじめて提案をした。「文学教材の指導過程」をテーマと
した。従来の「作品の主題は作者の意図」という考えから、当時教育科学研究会が
提唱していた「作品の主題は作者の意図を離れて存在する」という考えで、文学教
材の指導過程を構築しようとした。一読総合法という読解法が注目されていた時だ
けに、それへの対案を考えていた。講師の無着成恭さんからそれなりの評価を得て
安堵したが、自分の教室に一夏籠っての提案作りは私の読み方指導の基盤を作って
くれた。
〈附属学校での研究活動〉昭和45年、10年間勤務した西尾中学校から愛知教育大学附
属岡崎中学校に転勤した。研究部に配属された。以後、5年間研究部に所属した。三
河各地から集められた中堅教員と大いにこだわり、徹底的に議論した。教育の歴史
を学び、これからの教育の有り様を議論した。
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　研究副主任の時、研究主任の中嶋春雄先生には、帰宅方向が同じだったので、私
の車に同乗をお願いし、車の中でも議論した。先生のお宅の前で車を止めて議論を
続けたので、奥様が不審に思って出てこられたこともあった。深夜帰宅なのに、中
嶋先生が翌日の研究部会に修正案のプリントを出されたのには驚いた。大学から講
師を招いての協議もあったが、実践については私たちが専門家であるという気概で
議論した。研究への執念、研究方法を学び、三河各地に研究同人としての絆を得た。
〈形成の会との出会い〉形成の会は「三河の風土に根を下した文化の継承と創造」を
綱領として、昭和44年に結成された。後藤金好先生を指導者に、竹本三郎先生が会
長であった。私は附属学校に転任早々、形成の会事務局を担当することになった。
毎月の例会では、子どもの作文を材料にして作品研究を行い、作文を通して子ども
たちの家庭や学校、社会の中での生活状況、思考傾向、教師の指導のあり方を協議
した。例会最後に後藤先生から指導があり、その集大成として、『読解指導の系譜』
『生活綴り方の道程』『国語教育の周辺』を残してくださった。桑原武夫、上山春平、
梅原猛、多田道太郎ら京都大学人文科学研究所の先生方の著書、研究紹介があった。
互いの専門領域にこだわらず輪読する「会読」や「学際的な研究方法」は、研究方
法として目を拓かされた。読むべき本を教えられた。形成の会は、私の教師人生に
最大の影響を与えたと自覚している。
④　役職（主任等、40歳くらいを過ぎてから）になってから、自分が教師として生
きていく中で、悩んだり難しかったり、教師として様々な葛藤、助けてくれた人や
教えてくれた尊敬すべき人、印象に残った事件やできごと、苦労したこと。
〈育児は育自、教育は共育〉昭和55年から2年間、愛知県教育委員会に勤務した。家
庭教育が主務であった。家庭教育に教育行政が関与し始めた頃で、三河では多くの
予算をかけて行政が家庭教育に関与することに違和感を持つ地域が多かった。評論
家の樋口恵子さんが提唱した「育児は育自、教育は共育」と言う考え方に共感し、
私は依頼された講話の基本にした。「親は子供を育てることによって自らも育つ」、
「子どもを教育することによって教師も共に育つ」と言うわけである。さらに私は、
「教育は学校だけではなく、親も地域も共に子どもたちを育てていく」と言う学校・
家庭・地域の連携の重要さを付け加えた。2年間だったが、学校教育より視野の広
い社会教育を学べたことは、以後の学校経営に大いに役立った。かつて私が担任し
た母親が「私は非行に走った次男のお蔭で、初めて本当の母親になれた。」と述懐
されたことが忘れられない。
〈へき地教育に学ぶ、教育共同体〉61年度から2年間、愛知県足助教育事務所に勤務
した。小規模校経営、複式の授業など山間地の教育状況は、未経験のことばかり
で、日々が新鮮であった。初年度は児童数2名の大多賀小学校、9名の御内小学校の
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廃校、統合を経験した。集落のシンボルであり、長い歴史の中で多くの卒業生を送
り出し、心の拠り所であった学校を廃校にすることは、校区住民にとっていかに大
変革であるのか思い知らされた。廃校の決断は、子どもたちの将来を考え、大勢の
中での人間関係や切磋琢磨の必要性を感じた保護者たちであった。教師と地域の人
たちの強い絆、複式授業への旺盛な研究心、教育のあるべき姿に感動することが多
かった。学校と保護者と地域住民が「教育共同体」となっている。教師たちがよく
勉強する。教師たちの拠出金でへき地教育研究協議会を運営し、研究交流を続けて
いる。豊かな自然の中で、のんびりと生活しているという先入観は当たらない。
〈心の教育の推進〉昭和63年、9年ぶりに母校西尾中学校に帰任した。生徒として、
担任教師として、教頭として、そして今回は校長としての赴任である。覚悟はして
いたが、先生方は生徒指導に心を痛めていた。かつて担任した生徒が親として子ど
もを学校に通わせていただけに、責任を痛感した。辞表提出を覚悟する事件にも出
会ったが、その都度、保護者や地域の人たちに助けられた。地域に開かれた学校を
標榜し、町の先生による講座の開設、生徒会による地域清掃、花壇の整備などを積
極的に展開した。平成元年、文部省の道徳研究指定校となった。道徳教育学家連携
推進の研究である。PTAの役員会で研究の趣旨を説明したとき、研究の企画段階か
ら参加させてほしいと依頼された。PTA組織とは別に「心の教育父母の会」が組織
され、広報紙「オアシスの心」を発行して、子どもの心、親の心が通じ合うような
記事が掲載された。2回の研究発表会は心の教育父母の会の企画を取り入れ、教師
と共に父母、生徒も自ら考えを発表した。3冊の著書を発行したが、特に全国版の2
冊は生徒の姿を物語風に表して、PTAや地域の人たちにも読んでいただいた。この
研究を通じて「教育共同体」は次第に実現していった。
⑤　教職を振り返って、教師の力量向上に必要なこと。
・教師は常に求める人でありたいと思う。「やらされ意識」から自らを解放するこ
とによって、自らの力量を高めることが出来る。自主研究サークルに所属し、同
志たちとの研究交流を通して、磨き合うことが必要である。
・自分が学校経営をするようになって、事故や事件に遭遇し苦境に立った時、自分
が尊敬する校長先生たちはどう考え、どう行動されるだろうかと考えることが多
くあった。いつまでも先輩校長の残像がある。心すべきことである。
・自らの思いや実践、先輩から受けた教えを記録し、自らの教育財産を豊かにする
ことが大切である。かつて先輩が残してくれたように、後輩に自らの実践記録を
伝えていくことも教師としての使命であろう
⑸
。
